
ハイブリッド・塩害補強工法研究会

【方法特許 第６８６１１９０号】塩害補強という新しい選択
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抜群の施工性で 耐久性に優れ
コストダウンを実現

含浸材塗布面に
従来補強設計にも対応炭素繊維補強が可能
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塩害環境下にあるＰＣ・ＲＣ構造物のひび割れ等の
劣化を防ぎ炭素繊維シートで補強します。
含浸材の浸透により内部鉄筋の腐食を抑制します。
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不陸修正
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サンダーケレン
コンクリート表面の汚れや脆弱層
を除去し、端部の面取り清掃を行い
ます。

１塩害環境下にある
１さまざまなコンクリート構造物に
１おすすめできます
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ブ□テクトシルＣＩＴ塗布

下地含水率が８％以下である事を確
認し、０，６Ｌ／ｌｄを数回に分けて塗布。
次工程のプライマー塗布まで、養生

時間を１５時間以上確保します。

高付着性シラン用プライマー塗布
含浸材塗布面と補強用炭素繊維
シートの接着性確保のため、高付着
性シラン用プライマーを塗布します。

エポキシ樹脂パテ塗布
炭素繊維シート接着のためエポキシ
樹脂パテ材で不陸の修正を行い
ます。

炭素繊維シート接着※

下塗り接着樹脂を塗布し、炭素繊維
シートを貼付け含浸・脱泡後に、上
塗り樹脂を塗布します。２層以上の
場合は上記手順を繰り返します。
※アラミド繊維シートも適用可能

表面保護被覆や仕上げ塗装
必要に応じて、モルタル表面被覆

や保護塗装など、各種仕上げを行
います。
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※記載の各工法・商標は各社の登録商標です。
・ＦＯＲ（Ａトゥシート．工法／Ｎｎｌｓ登録番号：Ｑ５‐９９００１４‐Ｖ 施工断面模式図・ＦＯＲ（Ａストランドシート工法．／ＮＥＴ－５登録番号：ＱＳ‐０８００１１‐ＶＥ
．プロテクトシルＱＴ．／ＮＥＴ１５登録番号：ＨＲ‐０６０００４‐ＶＥ
※ハイブリッド・塩害補強工法は同研究会が管理する方法特許第６８６１１９０号の工法です。※本カタログの記載内容は、お断りなく変更する事がありますのでご了承ください。
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表面保護被覆・
仕上げ塗装


